

























































図4には、 2003年 10月末から 11月にかけて多くの5齢、フレアを発生させた活動領域
を含む太陽全面のHα とベクトル磁場図を示しています。このように SMARTは高い空間
分解能でいつも太陽全面を観測できますから、地球側に向いた太陽表面に現れる全ての活
動領域をその誕生から、その発達過程を詳細に連続して追跡することが可能となりますの
で、フレアなどの爆発現象の発生メカニズムを研究する上で大きな武器を得たことになり
ます。
図4:2003年 10月30日の太陽全面像。(左):Hα線像。(右):ベクトル磁場図。
(黒河宏企記)
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